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１．目的  

 凍結防止剤や飛来塩分の供給により塩害劣化したコンクリート構造物が顕在化している．大規模な橋梁では，

これまでに断面修復工法による補修や電気防食工法が適用されているものの，断面修復工法ではマクロセル腐

食による再劣化が顕著に確認されている．電気防食工法は塩害による鋼材腐食を抑制することはできるが，一

方で一般的に補修費用が高く，維持管理も煩雑となるため，

財源や人員が不足している市町村で適用することは現実的

に困難である． 

そこで，著者らはこれまでの電気防食工法よりも安価で維

持管理が容易な補修工法として，流電陽極材を用いた補修工

法を開発し，鋼材腐食を抑制する効果について既に報告して

いる 1)．流電陽極材による腐食抑制効果は，コンクリートや

鋼材に起因する様々な要因が影響する．本研究ではコンクリ

ートの塩化物イオン量と鋼材のかぶりに着目し，プレテンシ

ョン方式 PC 桁を模擬した試験体に流電陽極材を設置し，こ

れらの影響を明らかにすることを目的とした．  

２．流電陽極材の概要 

 図-1 に実験に使用した流電陽極材の概要図を示す．流電陽極材には直径 110mm×厚さ 5mm の亜鉛板を使用

した．流電陽極材は取り換えが容易となるよう後施工アンカーとボルトを用いてコンクリート表面に固定する

タイプとした．流電陽極材の周りにはベントナイト系のバックフィル材を充填し収納ケースでカバーした． 

３．実験概要 

 実験に供する PC 桁試験体は PC 道

路橋を模擬したコンクリート配合と

し，その示方配合表を表-1 に示す．

使用したセメントは早強ポルトラン

ドセメントであり，設計基準強度は

50N/mm2 とした．PC 桁試験体の寸法

は，図-2 に示すように幅 200mm×高

さ 330mm×長さ 1950mm とした．試

験体の両側面に PC 鋼線を 10 本配置

し，配力筋としてφ6mm の丸鋼をか

ぶり 0mm と 25mm で 350mm 間隔に

設置した． 
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図-1 腐食緩和対策の概要 

表-1 コンクリート示方配合表 
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図-2 PC 桁試験体の概要 
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図-3 復極量分布と塩化物イオン量の関係 
 
 

図-4 復極量分布と鋼材かぶりの関係 

コンクリート中の塩化物イオン量が 5kg/m3，10kg/m3 となるように NaCl を水に添加し混入した． 

試験体の両側面に図-1 の流電陽極材を 525mm 間隔で２個箇所設置した．流電陽極材の設置間隔の目安は，

既往の研究 1)より 500mm 程度であれば，鋼材の腐食抑制効果があることが確認されている．なお，腐食抑制

効果の目安は復極量 50mV 程度としている 1)．復極量は，図-2 に示す電位測定位置に銀塩化銀照合電極を用い

て計測し，図中の C～G の計 5 つの計測値の平均値を長さ方向 1～21 点の復極量の代表値とした． 

４．実験結果とまとめ 

 図-3 に流電陽極材 1 箇所設置した場合，2 箇所設

置した場合の塩化物イオン量の異なる試験体の復

極量分布を示す．塩化物イオン量 10kg/m3 の試験体

は，5kg/m3 と比べて陽極材中心から離れた位置での

復極量は小さくなり，流電陽極材による腐食抑制効

果の得られる範囲が小さくなることが確認された． 

図-4に流電陽極材2箇所設置した場合の塩化物イ

オン量 10kg/m3の試験体における復極量分布に及ぼ

す鋼材かぶりの影響を示す．これより，かぶり 0mm

試験体では，かぶり 25mm のそれと比べ，陽極材中

心付近の復極量は大きくなる一方，陽極材から離れ

た位置での復極量は小さくなる傾向を示した．した

がって，かぶりが少ない鋼材付近に流電陽極材を設

置した場合，その鋼材に集中して防食電流が供給さ

れ腐食抑制効果の得られる範囲が小さくなること

が確認された．また，図-3,4 に示す陽極材と陽極材

の中間位置の復極量は，塩化物イオン量及びかぶり

の影響に関係なく，ほぼ同じ復極量となり，腐食抑

制の目安である 50mV 以上を十分に確保していた． 

本実験から，塩化物イオン量が大きいほど，また

鋼材かぶりが少ないほど，流電陽極材による腐食抑

制効果が発揮される範囲は小さくなり，今後はこれ

らの影響を考慮した流電陽極材の配置計画を検証

していく． 
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